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２０２０年度（令和２年度）学校評価自己評価表 
 
 
 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区 
 

 

 

 

 

 

 
    
 Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成する力 
(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

生きて働く 
知識・技能 

思考力・表現力 他者と関わる力 全力でやりぬく力 

めざす 
子ども像 

１
２
年 

学んだことを，
自分の知識や経験
とつなぎ理解す
る。 

「なぜ？」「もっと
知りたい？」とい
う思いを持ち，考
えを進んで話す。 

友達や自分の良
さを見付け，一緒
に活動する。 

全力で取り組
み，最後までやり
ぬく。 

３
４
年 

学んだことを自
分の知識や経験と
つないで理解し，
活用する。 

自ら疑問を持っ
て考え，伝え合う
ことで，考えをつ
なぎ，深める。 

思いや考えを認
め合い，協力して
活動する。 

失敗してもあき
らめず取り組み，
最後までやりぬ
く。 

５
６
年 

学んだことを自
分の知識や経験と
つないで理解し，
学習場面や生活場
面で活用する。 

自ら疑問を持
ち，必要な情報を
関連付けて考え，
判断し，伝え合う
ことで学びをつな
ぎ，深める。 

相手の立場や考
えを理解し，個性
を発揮しながら協
力して活動する。 

困難なことや失
敗にも，あきらめ
ず何度でも挑戦
し，やりぬく。 

   

研究 

教科等 算数科   外国語活動 

主題・ 
内容等 

主体的に学びを深め，挑戦し続ける子どもの育成 

～ 学びをつなぐカリキュラムデザインを通して～ 

（子供たちの経験から得た知識が，「なぜ？」と考え，追究する中で，新たな知識

とつながり，活用できるものになるよう工夫した学習計画を活用します。） 

めざす授業の姿 
児童の「なぜ？」「やってみたい」から始まり，児童が自分に合った学び方で学び，

他者と関わりながら熱中して探究し続ける授業 

鳳 中学校区 校番 ３６ 福山市立伊勢丘小学校 
   

 最終更新日 20２１年（令和３年）２月２２日 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・全国学力・学習状況調査において，国語（＋６）・算数（＋４）ともに県平均を上回っている。多く

の児童が，国語や算数の学習内容が大切であると感じているが，「学習が好き」という児童は８割弱

であった。学習したことを活用する力，自分で計画を立て学習を進める力の育成が必要である。 

・縦割り掃除等を通して「あこがれのリーダー」を育てる取組を行い，自信がついてきている。今

後，変化や困難，失敗を「より良くするチャンス」と捉え，児童が主体的・創造的に活

動し，粘り強く取り組む経験のできる場を設定する必要があると考える。 

・走る力を高める取組を工夫し，体力向上に努めた。児童が運動の楽しさを実感し，自分

に合った運動の仕方を考えるようさらに取り組む必要がある。 

＜授業＞ 

・授業では，児童同士の学び合いを通して「学びが深まった」と感じる児童は 83％，「学

びが面白い」という児童は 86％となった。 

・学びづくり案（授業の計画書）を活用し，「子供主体の学びとは」と問い直すことで，

教師のかかわりを改善しつつある。児童の興味・関心や思考の流れに沿って学習を進め

る必要がある。 

・児童が主体的に学び，学習したことを活用することができるようカリキュラムを工夫・

改善する必要がある。今後さらに，児童が自ら計画し学習を進めるよう取り組む。 

 

学校教育目標 

自ら学び人間性豊かな子を育てる 

 

児童生徒の現状 

・表現する力について，「書くこと」は高ま

っているが，他者の意見を聞いて「自分の

考えを話すこと」に課題がある。 

・学校生活における基本的な生活習慣は，

大半の児童・生徒が身に付いている。 

・体力づくりについて，課題を焦点化し継

続的に取り組みをしている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
思考力・表現力  

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる。 

・論理的に考え，他者の考えを尊重しつつ，自らの意見を主張することができる。 

・他者や集団のために，自ら考え主体的に行動できる。 

中学校区として 
統一した取組等 

論理的に考え，判断し，他者の考えを尊重しつつ，自らの考えを表現する力を 

育てる。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・子供たちの心の育成の目標と取組がと

てもよい。 
・子供たちに必要な課題を取り上げ，それ
にともなった授業内容を行ってくれて

いると感じる。 
・町づくりの視点から,地域や保護者とつ
ながりをさらに強めてほしい。 

 

ミッション 

未来を拓くリーダー性を育てる学校 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営 
目標 

重 
点 

分 
類 短期経営目標 

目標達成に 
向けた取組 評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

主体的に
学 び 続
け，創造
的に活動
する児童
の育成  

★ 
新
規 

児 童 の 「 な
ぜ？」「やってみ
たい」から始ま
り，児童が自分に
合ったやり方で
学んだり，他者と
関わりながら熱
中して活動した
り，何度でも挑戦
したりすること
のできるカリキ
ュラムをデザイ
ンする。 

 

【総合評価指標】 

①「授業で考えること
が面白い」90％以
上 

②⑤「学びの伸びを把
握する調査」の結果 

③自己効力感を持っ
た児童85％以上 

④校区体力テスト
で自己記録を伸
ばした児童80％
以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「なぜ？」「やってみた
い」から始まるカリキ
ュラムデザインを作
成・活用する。 

◆学期に１回，カリ

キュラムデザイ

ンを活用した学

びの動画を交流・

検証実施 

 

□児童が主体
的に学ぶ授業
の動画を交流
し，各学年の
取り組み状況
を共有した。
今後は，児童
の実態に応じ
て，カリキュ
ラムを更新し
て い け る よ
う，研修を進
める必要があ
る。 
 

４ 

 

３ 

 

 

〇カリキュ
ラムデザ
インを活
用した実
践例を交
流する。 

〇児童主体
の学びに
なるよう
カリキュ
ラムにつ
いて考え
る研修を
行う。 

□カリキュラムを意
識した授業の実践交
流を行い，系統性や
教科の見方・考え方
について考えること
ができた。今後は，認
知の視点にたち，教
科や経験と繋げなが
ら児童の「分かる」が
増える授業を行う必
要がある。 
◎授業で考えること
がおもしろいと答え
た児童は，８６％で
あった。 
 
 

４ ３ ４ 〇今年度の
実践から，児
童の学びの

深化に向け
てカリキュ
ラムの見直

しを行う。 
〇児童の経
験や既習の

知識と新し
い知識がつ
ながる授業

展開ができ
るよう，授業
研修を積み

重ねていく。 
 

②「やってみようカード」
（一人一人が家庭学習
を自分で計画し，進める
カード）の活用や，個に
応じた学びの時間（ぐん
ぐんタイム）を設定す
る。 

◆「自分で計画して
学習を進めるこ
とができた」とい
う児童 
８０％以上 

□学年に応じ
た実態に合わ
せて取り組む
ことができて
いる。保護者
と意識共有が
できていない
部分がある。 
１年 85％ 

２年 86％ 

３年 75％ 

４年 76％ 

５年 80％ 

６年 83％ 

特支 81％ 

全体 80％ 
 

４ 

 

３ 

 

○学年や学
級でチャ
レンジ学
習の内容
など，意
図やがん
ばりを伝
える。 

〇宿題に取
り生んだ
成果を確
かめるこ
とができ
る場を設
ける。 

 

□改善しながら取り
組むことができた。 
目的を児童・保護者
と共有する必要があ
る。 
 

１年 ９０％ 

 ２年 ８３％ 

３年 ７７％ 

４年 ８２％ 

５年 ７４％ 

６年 ８１％ 

特支 ７３％ 

 全体 ８０％ 

  
 
 

４ ３ ４ 

 

〇学年で取
り組み状況
に違いがあ

るので，カー
ドを見合っ
て研修し，活

用法や目的
を共有する。 
〇確かめテ

ストを実施
し，児童が達
成感を得た

り学び方を
振り返った
りできるよ

うにする。 
 

③児童の「やってみたい」
を軸に，児童が企画・運
営する活動を実施する。
（みんなのチャレンジ） 

◆「みんなのチャレ
ンジ」に挑戦する
ことができた児
童７０％以上 

□ 自 分 達 の
「やってみた
い」や「より良
くしたい」と
いう気持ちを
行動に移すこ
とができてい
る。チャレン
ジ内容の周知

３ 

 

３ 

 

〇学年間で
のばらつ
きを解消
す る た
め，掲示
や通信等
を 活 用
し，周知
する。 

□チャレンジバッチ
の授与により，意欲
を持たせることがで
きた。 
□委員会では，子ど
も達の考えをもとに
活動を計画し，進め
ることができた，ま
た，委員長会で各委

３ ４ ４ 〇児童の良
い行動を担
任が見つけ，

その都度評
価していく。 
〇委員長会

を定期的に
行う。 
 

福山市立伊勢丘学校 
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をし，広げて
いく必要があ
る。 
 
１年 ８２％ 

 ２年 ８４％ 

３年 ７２％ 

４年 ７５％ 

５年 ７５％ 

６年 ７９％ 

特支 ７５％ 

 全体 ７７％ 

 

 

〇 月 に 1
度，各学
級より，
推薦児童
を募り，
評 価 す
る。 

員会の取り組みを共
有することで，新し
い活動を考えるきっ
かけになった。 

１年 ８７％ 

 ２年 ７６％ 

３年 ７２％ 

４年 ８６％ 

５年 ７４％ 

６年 ８０％ 

特支 ８６％ 

 全体 ８３％ 

 

 

〇やるべき

ことをやり
きることも
大切だとい

うことを伝
えていく。 
 

④授業の中で学習カード
を活用したり，運動遊
びの紹介をしたりし
て，自分に合った運動
を選んで体力向上に取
り組む場を設定する。 

◆「運動が楽しい」
と い う 児 童
85％以上 

□「運動が楽し
い」という児童は
８７％であった。
密をさける運動
遊びの提案を体
育委員の児童か
ら全校へ紹介す
ることができた。
しかし，学習カー
ドを活用したり，
自分にあった運
動を選んで行う
場を設定したり
するなどの取り
組みの提案がで
きていなかった。 

４ ３ 〇学習カー
ドや取り
組みの提
案 を 行
う。 

〇毎日，家
での運動
をする機
会を設け
るため，
体力アッ
プの一覧
を活用し
ていく。 

□「運動が楽しい」と
いう児童は８９％で
あった。遊びの提案や
体力アップのための
チャレンジ運動の取
組を行った。 
□伊勢リンピック（運
動会）を実施し，出場
種目を自分で選んで
行う場の設定ができ
た。 
◎校区体力テストの
自己記録を伸ばした
児童は，７４％であっ
た。 

３ ３ ３ 〇感染症対
策を行い
ながら，体

力向上に
向けてで
きる行事・

活動を見
直し，実施
していく。 

〇継続して
体力向上
のための

取組を行
っていく。 

⑤「学びファイル」（学習の足
跡を残し，教師だけでなく
子供自身が自分の学びを
振り返るファイル）を活用
し，一人一人の伸びや成長
の見える評価を行う。 

◆「学びファイル」
の活用により，自
己の伸びや成長
に気付いた児童 
８０％以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□児童は，喜んで
学習物を綴じて
いる。学びファイ
ルのねらいを学
校と保護者とで
確認する必要が
ある。 

１年 82％ 

２年 78％ 

３年 75％ 

４年 75％ 

５年 75％ 

６年 76％ 

特支 83％ 

全体 77％ 
 

３ 

 

３ 

 

〇友達と学
びファイ
ルを交流
し，良さ
を伝え合
う場を設
ける。 

〇学期途中
に家庭に
持 ち 帰
り，保護
者に評価
の声掛け
をしても
らう。 

〇教材研究
や授業づ
くりと学
びファイ
ルをつな
げる。 

 

□友達との相互評価
や学期途中で保護者
に見てもらう機会を
設けた。今後，児童が
目的をもって綴り，学
びを振り返ったり成
長に気付けたりする
ような工夫が必要で
ある。 
 

１年 ８３％ 

 ２年 ８５％ 

３年 ７１％ 

４年 ７９％ 

５年 ８３％ 

６年 ８０％ 

特支 ８７％ 

 全体 ８１％ 

 

 

４ ３ ３ 〇各教科の
見方・考え

方を意識
し，児童が
目標を立

てたり振
り返った
りし，自分

の成長が
感じられ
るファイ

ルとする。 
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１ 

子供，保
護者・地
域，教職
員の元気
と笑顔の
実現 

 
新
規 

 家庭・社会と連
携するとともに，
教職員が子供と
向き合う時間を
確保することで，
状況が変化して
も，子供たちの学
びが止まらない
状況を確保する。  
【総合評価指標】 
①保護者・地域，子供
の満足度90％以上 

②教職員のやりがい・
充実感100％ 

①HP やメール配信，
Google，通信を積極的
に活用し，情報を配信
する。 

◆子供たちの学び
の様子を具体的
に家庭・地域に伝
える発信を月１
回以上 

□学年学級通信
は，配布するとと
もに Google で
配信して情報発
信することがで
きた。 
 

１年 85％ 

２年 94％ 

３年 80％ 

４年 89％ 

５年 93％ 

６年 96％ 

特支 83％ 

全体 88％ 
 

４ ３ 〇今後も，
通信を中心
に Google
を活用し
て情報発
信する。 
〇学校の取
組みの意図
が伝わるよ
うにする。 

□子供たちの学
びの様子を具体
的に家庭・地域に
伝える発信を月
１回以上行った。 

１年 ９５％ 

 ２年 ９０％ 

３年 ９１％ 

４年 ８８％ 

５年 ９５％ 

６年 ９５％ 

特支 ８６％ 

 全体 ９１％ 

 ◎保護者満足度９
８％。児童満足度９
３％ 

4  ３ 4 〇写真や動
画 を 活 用
し，子ども
たちの様子
がより伝わ
るようにす
る。 

②変化を「より良くするチ
ャンス」と捉え，多様な
メンバーでプチミーティ
ングをする等の場を設定
する。そこで，多様なア
イディアを出し合い，工
夫して楽しく，新たな教
育活動を創るとともに，
職務の効率化を図る。 

◆教職員意識調査 
・授業づくりを行う
時間確保 85％以
上 

・時間外勤務時間が
45 時間を超える
教職員０人 

□夏季休業中に
学年・分掌の枠を
超えたグループ
でミーティング
や研修を行った
ことで，新たなア
イディアが広が
った。 
・45 時間を超え
る教職員 0％ 
 

４ ３ 〇課題に応
じたグルー
プ編制での
話し合いの
場 を 設 定
し，効率的
な業務に向
けて，改善
を図る。 

□各部を保護者ア
ンケートの課題を
もとにしたプロジ
ェクトチームに再
編し，改善策を話し
合った。 
◎教職員のやりが
い１００％ 

４ ４ ４ 〇取り組む
内容によっ
て最適なチ
ーム構成に
より，様々
な角度から
アイディア
を出し合い
ながら，新
たなを取り
組みを考え
る。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成 
し，十分な成果をあげた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


